
平戸市紙漉の里ふれあい施設指定管理仕様書
　平戸市紙漉の里ふれあい施設の指定管理者が行う業務の内容及びその範囲等は、この仕様書による。

１　趣旨

　　本仕様書は、平戸市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例に基づき、平戸市紙漉の里ふれあい施設（以下「ふれあい施設」という。）の指定管理者が行う業務の内容及び履行方法等について定めることを目的とする。
２　ふれあい施設の管理運営に関する基本的な考え方

　　指定管理者は、次に掲げる項目に沿ってふれあい施設を管理運営すること。

　(1)ふれあい施設は、交流体験の場として、都市と農村との交流（以下「都市農村交流」という。）を促進するための施設であるという設置目的に基づき、管理運営を行うこと。
(2)効率的かつ効果的な管理運営を行うこと。
(3)利用者の視点に立った管理運営を行うこと。
(4)個人情報の保護を徹底すること。
３　施設の概要
　(1)名称：　平戸市紙漉の里ふれあい施設
　(2)所在地：
平戸市山中町28番地３
　(3)建物構造：　木造平屋建
　(4)管理対象面積：　159.22㎡
　(5)施設内容：
①小会議室（和室）
会議等を中心に交流体験もできるスペースであり、和室用机を設置してある。
②研修室
交流体験をメインとするスペースで、最大40名の交流体験が可能であり、電動ロクロを設置してあり、陶芸体験、自然体験等ができる。
③調理室
交流体験をメインとするスペースで、そば打ち体験、郷土料理体験等を行うことができる。

④陶芸窯室
陶芸体験を行った茶碗、皿、湯のみ等を焼くスペースであり、陶芸窯を設置し、陶芸品の完成を行うことができる。
　　　 ⑤乾燥室

　　　　　陶芸体験を行った茶碗、皿、湯のみ等を乾燥するスペースであり、陶芸品を焼く前の作業を行うことができる。
４　指定管理業務開始予定　令和８年４月１日（水）
５　開館時間等
　(1)開館時間：　午前８時30分から午後５時15分まで
　　※指定管理者が特に必要があると認めるときは、これを延長し、又は短縮することができる。また、保守点検等、施設の安全性を確保する場合等に休館日を設定することができる。

６　指定管理者が行う管理の基準及び業務の範囲

　(1)ふれあい施設の運営業務
　　　ア　都市農村交流のための情報収集及び発信
イ　都市農村交流に資する事業の実施
(2)ふれあい施設の施設及び設備の維持管理業務

　　　ア　清掃


（ア）日常清掃、ごみの搬出


（イ）定期清掃（ガラス清掃・床清掃・洗浄は６か月に１回以上行う。）
イ　空調の点検


（ア）日常のふれあい施設利用に支障が出ないように保守点検を行うこと。
ウ　簡易な修繕（蛍光管の交換等）

　　　エ　警備・設備に関すること。

（ア）開錠・施錠の確認

（イ）設備の保守管理の実施
　　　オ　経理業務

（1） 電気料・水道料・ガス料・電話料金等公共料金の支出
（2） 施設の管理・運営に係る金銭の収入及び支出等
　　　カ　防火・防災に関すること。

（ア）火災等に対応できる体制を整備すること。
７　職員の配置

　　ふれあい施設は、交流体験の場として都市農村交流を図るための施設であり、単に施設の維持管理のみならず、地域住民及び来館者等に自然を満喫できる憩いの場としても重要な業務である。したがって交流事業等について十分理解している者を、配置して管理運営業務を遂行すること。
　　※ふれあい施設には、令和８年度に限り、本人が退任を希望しない限り、地域おこし協力隊が常駐する予定である。なお、令和９年度以降は新たな協力隊や市が任用する職員を配置する予定はない。
８　指定期間
　　令和８年４月１日から令和12年３月31日まで（４年間）
９　指定管理料

　(1)指定管理料は、平戸市の予算の範囲内で指定管理者に選定された団体が提出した収支予算書の提案額に基づいて、協定書で定める額とする。

令和８年４月１日から令和12年３月31日までの指定管理料上限額








1,286,000円（総額）

　(2)平戸市は指定管理料を、指定期間の開始の翌月から、協定書で定める金額を、協定書で定める期日までに、指定管理者の請求に基づいて支払うものとする。
10　法令等の遵守

　　指定管理者は、ふれあい施設の管理運営にあたっては、本仕様書のほか、次に掲げる法令に基づかなければならない。また、その他関連する法令等がある場合は、それらを遵守すること。

(1) 地方自治法
(2) 個人情報の保護に関する法律

　(3)平戸市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例

　(4)平戸市紙漉の里ふれあい施設条例

　(5)平戸市情報公開条例

　(6)平戸市行政手続条例
11　リスク分担
　　協定締結にあたり、指定管理者と平戸市のリスク分担は、原則次のとおりとする。

	項　目
	内　容
	平戸市
	指定管理者

	物価の変動
	人件費の単価の変動に伴う経費の増
	
	○

	
	光熱水費等の基本料金の変動に伴う経費の増
	○
	

	施設設備の損傷
	事故・火災等によるもの
	協議事項

	
	天災等によるもの
	○
	

	
	施設等の管理上の瑕疵に係る損害
	
	○

	
	経年劣化によるもの（小規模なもの）
	
	○

	
	〃　　　　　　　（上記以外）
	○
	

	
	第三者による行為で相手方が特定できないもの
	協議事項

	法令の変更
	施設管理、運営に影響を及ぼすもの
	○
	

	
	指定管理者に影響を及ぼすもの
	
	○

	第三者への賠償
	管理者としての注意を怠ったことによるもの
	
	○

	
	不可抗力によるもの
	協議事項

	セキュリティ
	情報の遺漏、警備不備による事故及び犯罪の発生
	
	○

	事業終了時の費用
	指定期間終了時、期間中途における業務の廃止又は指定取消による事業者の撤収費用
	
	○


　※１その他、上記以外の問題が生じた場合は、協議事項とする。
　※２協議事項については、事案ごとの原因により判断するが、第一次責任は、指定管理者が有するものとする。

12　事業報告

　　指定管理者は以下のとおり、報告書を作成し、市長に提出すること。

　(1)毎年度終了後提出する報告書

ア　ふれあい施設の業務の実施状況及び施設の利用状況（当該年度分）

イ　収支決算書（当該年度分）

ウ　委託契約等の実績報告（当該年度分）

エ　上記のほか、ふれあい施設の業務の実態等を把握するために必要な事項

　(2)指定期間終了後提出する報告書

ア　ふれあい施設の業務の実施状況及び施設の利用状況（４年分）

イ　収支決算書（４年分）

ウ　委託契約等の実績報告（４年分）

エ　上記のほか、ふれあい施設の業務の実態等を把握するために必要な事項

※その他、平戸市長が必要とする事項について、求めに応じて報告する。
13　点検・評価（モニタリング）について

指定管理者は平戸市が定める「指定管理者制度導入施設の点検・評価（モニタリング）要領」に基づき、施設の管理運営を適正に行っているか自己点検及び評価を行いチェックシートを作成し、以下のとおり平戸市に提出すること。平戸市はこれを評価し、必要に応じて改善を指示するほか、モニタリング結果の公表を行う。

(1)年度途中に提出するチェックシート
ア　上半期（４月から９月まで）の管理運営状況に関する自己点検・評価

(2)年度終了後提出するチェックシート
ア　年間（４月から翌年３月まで）の管理運営状況に関する自己点検・評価
14　指定管理者が行う自主事業について

　　指定管理者が指定管理施設を活用して、自主事業を行うことを認める。

(1)自主事業は、「６　指定管理者が行う管理の基準及び業務の範囲」に定める事業以外のものを指す。

(2)自主事業の目的、実施内容、指定管理施設の使用許可等について農林整備課と協議のうえ、承認を得ること。

(3)自主事業に係る経理は、指定管理業務に係る経費と区別すること。
15　備品・消耗品等の所有権
　(1)平戸市がふれあい施設に設置する備品・消耗品等については、平戸市の所有とし、その使用及び保管に十分注意すること。

　(2)指定管理者が、自ら購入・搬入した備品等については、指定管理者の所有とする。
16　立入検査について
平戸市は必要に応じ、施設、物品、各種帳簿等並びに管理運営状況について実地検査を行う。指定管理者は、合理的な理由なく、これを拒否することができない。
17　その他
　この仕様書に記載のない事項については、平戸市と協議する。
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